


資源管理方策まとめ

（メバチ資源管理）
■漁獲量は MSY レベル (11.1 万トン ) 以下
■台湾はえ縄漁獲割当（上限 3.5 万トン）

（漁業管理）
■ IUU 漁業廃絶
■混獲緩和
■洋上転載オブザーバー乗船 (2008 年 8 月より )
■ VMS 搭載義務（2007 年 7 月より）
■漁船数 (24m 以上 ) 増加禁止
■他国漁船の受入制限
■はえ縄船トリポール使用 ( 南緯 30o 以南 )
■漁船登録：IMO 番号追加
■まき網船・はえ縄船ログブック最低情報収集の義務

メバチ（インド洋）の資源の現況 ( 要約表 )

資源水準 中　位

資源動向 横ばい

世界の漁獲量
( 最近 5 年間 )

10.7 〜 13.8 万トン
平均：12.2 万トン

我が国の漁獲量
( 最近 5 年間 )

1.1 〜 1.9 万トン
平均：1.5 万トン

資源評価まとめ

■ MSY11.1 万トン
■資源状況はほぼ MSY に対応するレベル（SSB (spawning 

stock biomass) at MSY & TB(total biomass) at MSY）追加 ?

管理方策

第 11 回熱帯まぐろ作業部会 (2009 年 10 月 ) の結果を受け、
第 12 回科学委員会（2009 年 12 月）はメバチの資源管理
方策として、全漁業（はえ縄・まき網が大半）の漁獲量
は MSY レベル (11 万トン ) を超えるべきでないという、
熱帯まぐろ作業部会の勧告を採択した。2008 年までの科
学委員会で勧告されていた、FADs を利用したまき網漁
業が資源に対し悪い影響を与えているかもしれなのでそ
の努力量の削減するに関しては、基礎となる YPR 解析
がしばらく更新されていないので、今回の勧告には含ま
れなかった。また、唯一の TAC として 2005 年の第 9 回
年次会合で採択された決議として台湾への割当 3.5 万ト
ンがある。漁業管理方策として以下の項目が決議として
採択されている。IUU 漁業廃絶、混獲緩和、洋上転載オ
ブザーバー乗船、VMS 搭載義務、漁船数 (24m 以上 ) 増
加禁止、他国漁船の受入制限、はえ縄船トリポール使用
( 南緯 30o 以南 )、漁船登録：IMO 番号追加、まき網船ロ
グブック最低情報収集の義務、漁獲努力量の凍結、24 ｍ
以下の小型船へのポジティブリスト適用およびオブザー
バープログラム (2009 年 7 月より )。

本資源国別漁獲量（1950-2009）
（IOTC データベース：2008 年 10 月）

日本はえ縄 CPUE（ノミナルおよび１度、５度区画データで標準
化された CPUE）

インド洋メバチ資源評価結果の Stock trajectory　( 神戸プロット ) による表示。左：ASPM、右：SS3
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